
%
0
0
-.年
の
市
制
施
行
以
来
、
東
洋
経
済
新
報
社
の

全
国
都
市
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
七
年
連
続
ト
ッ
プ
テ
ン

入
り
を
果
た
し
た
豊
見
城
中
。
発
展
し
成
長
を
続
け
る
同

市
の
原
動
力
と
も
い
え
る
の
が
豊
崎
タ
ウ
ン
だ
。
既
に
天

…

胤
商
業
施
設
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
五
r
社
を
超
え
る

…

　
　　
　　
　

　

　　

　

㈱富士開発 社長
1

多
彩
な
企
業
が
進
出
を
決
め
て
い
る
。
さ
ら
な
る
飛
躍
に

向
け
、
企
業
と
人
、
地
域
が
連
携
し
た
街
づ
く
り
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。
豊
見
城
市
議
会
の
大
城
実
利
議
長

と
、
同
市
庁
少
年
育
成
基
金
へ
の
寄
付
全
贈
呈
の
た
め
米

騙
し
た
富
士
開
発
ん横
浜
市
)
の
小
尾
-社

良
が
、
豊
崎

タ
ウ
ン
の
可
能
性
と
将
来
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ
た
。

…
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へ
広告特集

待
望
の
ホ
テ
ル

小
尾
一
氏
豊
見
城
市
は

全
国
都
市
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ

で
七
年
連
続
ト
ッ
プ
テ
ン
入
り

す
る
な
ど
、
元
気
な
街
と
し
て

全
国
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
な
。

大
城
英
和
氏

也
0
0
六

年
が
‐位
、
0
七
年
が
二
位
、

こ
と
し
は
‘
“
と
な
っ
た
。
市

議
会
議
員
と
し
て
現
在
七
期
=

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
わ
た
し
が
最
初
に
議
員

を
=
指
し
た
理
由
は
市
の
産
業

振
興
を
国
り
｢住
ん
で
良
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
た
い
｣

と
い
う
郷
L
づ
く
り
だ
っ
た
。

企
業
や
市
民
、
関
係
者
の
協
力

で
そ
の
夢
が
欠
現
し
つ
つ
あ
る
。

〇
九
年
四
月
に
小
尾
社
民
の

常
上
開
発
が
下
掛
け
る
都
市
別

!
ノ
ー
ト

｢ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ

ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
沖
縄
｣
が
豊
崎

タ
ウ
ン
に
開
業
す
る
。
本
格
的

な
ホ
テ
ル
は
こ
れ
が
第
-
号
だ
。

こ
れ
か
ら
の
豊
見
城
市
は
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
が
連
携
し
湘
乗

効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
産
業
の
大
き
な
梓
と

な
る
観
光
に
お
い
て
、
ホ
テ
ル

は
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
。
‐
==

前
ま
で
豊
見
城
で
は
｢渠
の
豊

見
城
城
比
公
判
･漫
湖
｣
｢西

の
瀬
長
鳥
｣
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

だ
っ
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
が
豊
崎

タ
ウ
ン
の
さ
ら
な
る
発
展
を
損

う
中
核
施
俊
と
な
り
、
西
海
岸

可
は崎
｣
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

小
尾
氏
間
も
な
く
創
業
在

ト
年
を
迎
え
る
弊
社
は
沖
縄
が

復
帰
し
た
‐九
七
三年
に
沖
縄

文
店
を
開
設
、
以
来
、
県
民
の

皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
北
谷
町

砂
辺
や
沖
縄
市
泡
瀬
の
理
玖
地

住
宅
事
業
を
皮
切
り
に
マ
ン
シ

ョ
ン
事
業
な
ど
多
く
の
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

=
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
る

豊
崎
タ
ウ
ン
で
は
ホ
テ
ル
と
マ

ン
シ
ョ
ン
二
棟
の
建
設
に
君
に

し
、
来
年
完
成
し
ま
す
。
地
元

へ
の
感
謝
を
込
め
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
街
づ
く
り
に
真

献
し
て
い
き
た
い
。

大
城
氏
多
く
の
企
業
が
進

出
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い

る
。
豊
崎
タ
ウ
ン
は
当
初
、
企

業
用
地
の
分
譲
が
停
滞
し
て
い

た
。
‐
-0
0
六
年
二
月
に
土
地

利
用
計
画
を
変
更
し
、
観
光
関

連
川
地
を
中
核
と
し
た
こ
と
が

,鵤 も･ ℃℃‐ ~ :･ ･ ↑ ℃℃℃廟･℃が套
中
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氏

校んな
さ

おび、 はじめ 1963年伊野真中徒にまれ = 本大
学色卒業後、急げ iメ開発入れ , 人!坂支店、 本社 y-力あ夕
をブ総て、 89年に｣収縮ア役 事業部長就任ら 2008年 8
月より代表｣収納坪集社長に就任o

添
路
線
が
四
路
線
も
増
え
た
。

の
地
域
振
興
施
設
は
J
A
お
き

政
、
議
会
が
連
携
し
、
全
回
で
し
て
可
能
な
限
り
地
元
優
先
の

周
辺
の
観
光
関
連
施
設
や
、
同

な
わ
が
主
体
と
な
り
を

‐月
に

最
も
安
全
で
安
心
な
街
に
し
て
正
規
雑
用
を
雄
逸
し
て
ほ
し
い
。

地
区
に
移
転
す
る
栄
峰
運
転
免

開
業
す
る
。
J
A
女
性
部
が
中

い
き
た
い
。

企
業
に
活
力
が
窄
ま
れ
れ

詐
セ
ン
タ
ー

仮̂
称
)
と
連
携

心
と
な
っ
て
運
営
し
、
新
鮮
な

県
内
各
地
で
事
業
を
展
開
し

ば
、
そ
こ
で
働
く
人
々
、
周
辺

し
た
事
業
展
開
を
は
じ
め
、
き

農
産
物
を
中
心
に
多
彩
な
加
工

て
き
た
常
と
開
発
は
地
域
に
深

住
民
、
さ
ら
に
街
全
体
が
元
気

ら
な
る
交
通
網
の
整
備
･進
展

品
な
ど
も
販
売
さ
れ
る
予
定

〈
浸
透
し
、
街
づ
く
り
に
も
軸

に
な
る
。
地
元
の
‐亞
と
し
て

が
期
待
で
き
る
。

だ
。
こ
こ
を
拠
点
に
農
産
物
の

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
住
民

企
業
に
も
積
極
的
に
街
づ
く
り

小
尾
氏
観
光
の
面
で
も
戊

消
費
拡
大
を
推
進
し
、
周
辺
ホ

の
信
頼
を
得
て
き
た
。
御
社
の

に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
地
域
社

長
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

テ
ル
や
観
元
関
連
施
設
な
ど
へ

｢住
ま
い
｣
づ
く
り
に
対
す
る

公
と
の
連
携
で
杣
往
に
発
展
し

大
城
氏

.
=
約
.
‐千
ム=
の

地
産
品
の
浸
透
を
図
り
た
い
。

理
念
が
う
か
が
え
る
。

て
い
く
こ
と
を
=
指
し
た
い
。

発
事
と
返
事
が
可
能
な
レ
ン
タ

小
尾
氏
住
む
人
の
気
持
ち

小
尾
氏

ま
っ
た
く
同
感
で

力
!
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
o
L
年

｣E
D霞
≧
字
P
Lま
し
三丁
′

を
第
一
に
考
え
、
そ
の
た
め
に

す
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
は
地
域

Q日
程
物情
夕
才
鑑
瘤
4ア
ハ

全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
使
命
と

に
密
着
し
な
け
れ
ば
将
来
は
な

十
月
に
開
業
し
た
。
こ
と
し
ト

-.月
に
は
｢道
の
駅
豊
崎
｣
が

小
尾
氏
本
格
的
な
介
護
が

し
て
い
る
。
多
く
の
方
々
が
マ

い
。
わ
れ
わ
れ
も
地
域
の
方
々

直
式
オ
ー
プ
ン
す
る
。
ホ
テ
ル

始
ま
っ
た
宅
地
に
つ
い
て
も
閉

ン
シ
ョ
ン
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。

を
核
と
し
た
観
光
･商
業
施
礎

心
が
高
い
。

よ
う
企
業
努
力
で
低
価
格
を
実

大
城
氏

現
在
、
事
業
者
と

の
開
発
が
順
調
に
進
め
ば
、
集

大
城
氏

県
都
瑯
刷
市
の
べ
現
し
て
き
た
。
さ
ら
に
子
育
て

行
政
、
議
会
が
参
加
し
た
意
見

客
能
力
が
大
幅
に
向
上
す
る
。

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
豊
見
城
市

し
や
す
い
住
環
境
を
=
指
し
、

交
換
会
の
開
催
を
構
想
し
て
い

　　
　
　
　　
　

ち
、
往
古
十
区
画
が
契
約
ま
た

楽
し
め
る
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
、

直
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
具
体

は
予
約
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

小
さ
な
子
供
で
も
安
心
し
て
遊

的
な
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

家
屋
棟
数
は
○
三
年
度
か
ら
0

べ
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
設
置
し

今
後
は
企
業
が
求
め
る
人
材

人
年
度
に
か
け
て
.
‐百
九
十
八

て
い
ま
す
。

を
ど
う
育
成
し
て
い
く
か
が
地

緑
豊
か
な
1
然

鮨
礎

礬

鍵
は人
材
育
成
燕

鱗

鰯

小
尾
氏
豊
崎
海
浜
公
開
の
計
は
約
八
｣
四
倍
も
増
加
し

た
。
瑯
翻
市
に
比
べ
価
格
が
表

鍵
は
人
材
育
成

も
、
就
“奔
識
対
し
っか
り
確

小
尾
氏
進
出
企
業
へ
の
期

“
し
た
著
者
を
育
て
支
援
す
る

分
岐
点
と
な
っ
た
。
0
友
年
に

教
を
実
現
し
新
規
肝
川
総
数
は

等
崎
を
は
じ
め
与
根
、
瀬
長
の

五
千
人
余
が
見
込
ま
れ
て
い
る
‘

西
海
岸
地
域
が
県
の
第
三
次
観

光
振
興
計
画
に
｢エ
ア
ウ
ュ
ィ

最
高
の
土立
川地

ノ
ノ
J
ト
豊
見
城
｣
と
し
て
観

光
振
興
地
域
指
定
を
受
け
た
の

小
尾
氏

豊
崎
タ
ウ
ン
に
は

を
機
に
、
市
は
将
米
の
産
業
振

企
業
が
進
出
を
望
む
大
き
な
魅

興
の
冲
核
に
観
光
を
据
え
た
。

力
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
変
史
以
降
、
用
地

大
城
氏

交
通
ア
ク
セ
ス
の

分
譲
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
。
0
良
さ
が
第
.

に
挙
げ
ら
れ
る
。

人
年
度
現
在
、
五
十
三一社
の
透

県
都
那
覇
市
、
瑯
繃
空
港
に
隣

　
　
　　　　　 　 　　 　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
来年 4月に開業するホテルグランビューカーテ･ンジ中

　　　　　　　　

接
し
て
い
る
L
、
沖
繩
不
鳥
中

兄
城
道
路
整
備
事
業
で
交
通
ィ

D

北
部
を
走
る
沖
縄
自
動
本
道
と

ン
フ
ラ
の
整
備
が
着
々
と
進
ん

　　
　
　
　
　　
　　

デ
ト

の
イ
ン
タ
ー
ナ
｣
ン
ジ
も
あ

ま
た
し

籤

を

さ
た
国
道
3
3
1
号
豊

屋
誘
致
･

デ
ト

の
イ
ン
タ
ー
テ
ュ
ン
ジ
も
あ

ま
た
琉
球
バ
ス
交
通
の
新
社

小
尾
氏

豊
崎
海
浜
公
開

瘢

る
ざ

ら
に
国
道
3
3
か

豊

屋
凝

に
よ
字
･
鷁

i
汕

ビ
チ

が
元
成
し
た
こ
と
も
･

雪

辱
幽
静無い起
請
誘
導
字潴
‘
市
が
m
指
す
バ
リ
ア

ト

た

‘き
ざ
な
尽
き!き
き

、き
~

窒

る

か

が

柧
と
な
る
の
で
は

上空から熨した豊-1l為タウン‘でい只砂威--]の発展粒を才旦う原皿力力となっている

-4･
小
年

｢
来　

ミ講‐きこ

豊見城市議会議長 大 城 英 和 氏

ま
タ
現
o

生
縄
o
長

村
沖
選
凄

　　　　
　　

ず
杁
ば
肋

　
　
　
　

　　　　

る
高
を

o

し
南
社
H

お
興
ス
期

お

o
ム
7

れ
イ
在

な
発
展
は
望
め
な
い
。
豊
見
城

の
自
然
や
･風
L
を
知
っ
て
も
ら

い
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
と
交

流
で
き
る
場
が
必
要
だ
。
そ
の

意
味
で
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進

め
｢住
み
、
働
き
、
学
び
、
そ

し
て
遊
び
集
う
街
｣
を
H
指
し

て
い
き
た
い
。

こ
の
街
づ
く
り
が
成
功
す
れ

ば
、
仲
井
真
弘
多
県
知
事
が
=

指
す
観
元
客
.T

万
人
の
実
現

に
も
跿
献
で
き
る
。

小
尾
氏

豊
見
城
は
マ
ン
ゴ

ー
の
生
産
が
県
内
-と

農
業
も

盛
ん
で
、
観
光
な
ど
他
の
産
業

と
連
動
し
た
新
た
な
農
業
振
興

も
汪
月
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

大
城
氏

マ旭
の
駅
豊
崎
｣

市
が
=
指
す
‐
大
リ
ゾ
ー
ト
地

い
L
、
住
環
境
の
良
さ
が
=
コ
得
、
要
望
な
ど
を
お
聞
か
せ
く

た
め
の
基
金
を
新
た
に
創
没
し

へ
の
追
い
風
と
な
る
の
で
は
。

">
じ
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

だ
き
い
。

た
い
。
議
会
と
し
て
も
全
域
豊

港
大
城
氏

事
#崎
海
浜
公
開
は

街
づ
く
り
で
何
よ
り
大
切
な

大
城
氏

岫は兄
城
中
に
米
て

明
市
長
が
進
め
る
話
施
策
に
っ

て

○
六
年
八
月
に
.

部
を
供
用
間

の
が
｢安
全
｣
と
｢安
心
｣
。

く
れ
た
以
L
、
ど
の
企
業
に
も

い
て
迎
携
を
強
化
し
、
そ
の
実

効
始
し
、
残
り
は
漂
崎
総
合
公
開

地
域
住
民
を
は
じ
め
県
弊
、
行

業
績
を
伸
ば
し
て
“は
し
い
o

る、
現
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
だ
ひ

と

と
し
て
.
‐
年
度
の
正
式
オ
ー

-

ブ
ン
に
向
け
整
備
を
進
め
て
い

鰤も
ァ

雰

ん
廊

楜
か
ら
=
と
鼻
の
先
に

鍬
ゞ
頭

新規雇用は5千人超 三
鑄“ 箋 酋廓

蜘 - -=砿燭踊珊 轢罵 ホテル雀捗赤頚歌建設地)窄も蓑
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-7h画法 に′ぷづて 用途地力戊の見 直 しをケ角付。 o5年に !艶--を、

豊見城バイパス 、
′子供、潮度の西?毎月を地鬼戊力『エアウメ.イリ ゾー 1へ豊見城｣ 企業な どの誘致を〉次々と成身りさせ-、 昨年度までにて汁木の
と して L--Lの 観 光｣反り心地域指定 を受けたの を機に翌 年 4 98 96分譲が決定。内定も含め 次地企業は53“I:。新 規知り=総
月、市とり-=ち地開発タト社は 工業地上或を縮小。観光関連施設 数はL既に与〕◆漉している企業"を含め5000人以 ととされる。
の 立地を祇パパに置いた 事｣也利用“=画の変史を発表した。 各企業とも川州リア濱基に近い 立地条件や国】薹-整備iの進展

計画｢変史後の 企業用地クナー,グミはJI超ー性的“こ進み、 劣d g l-1;!坂 もげ否まえ、 AIJig の観光関連施設や レンタカーステーショ
天下のヤマ ダ′-E 機や大別商業力施設、 ホテル、 米金融{天下 ンな どとj史｣乾した事業展開力朝自律されている。
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■マンション、,:口 校 ■ニューライフ与那原 与那原町 48戸 ■Fステージ西崎東 爺斎市 58戸
◎神奈川県.東京都 ー4榛 5陷戸 ■ニューライフ古里雨 那覇市 74戸 全国てのf暗合ココム8 =“l a,384戸

飜 謙遜層I主務謎鮴灘熟議輛瀰難解難,
m佐賀県 5穰 22;戸 ■ニューライフ天久 那覇市 26戸 ■北谷フジニュータウン(他1ヵ所)
◎熊本県 1棟 3o戸 ■ニューライフガーデン小様 那覇市 41戸 北谷町………････…,.….74′266m

ミリ宮崎県 1棟 4o戸 ■ニューライフとよみ 豊見城市 24戸 ■泡瀬フジニュータウン

○鹿児島県 17穣 724戸 ■ニューライフ三原 那覇市 23戸 沖鬮市…………………,得,346椚

咎撃墜邇鮮麗誘奢舞礬華麗露斑雌蘂緩発露鯵
■ニューライフ泡瀬壱番館沖縄市 20戸 ■Fステージ浦添商 浦添市 47戸 .名誰ニュータウンハイツC
■ニコーライフ泡瀬弐番館沖縄市 19戸 ■Fステージ赤頭ステーション 那覇市120戸 名護市…………………..16.B29祚
■ニューライフ泡瀬参番館沖縄市 28戸 ■Fステージ鞠志覊 宜野湾市 40戸 ■Fガーデンハイツ豊見城西原
■ニューライフ高原 沖縄市 17戸 ■Fステージとよみ 豊見城市 46戸 越見簸市…………………9 928椚
■ニューライフ佐敷 南孵市 20戸 ■Fステージ興武山公園 那覇市 83戸 ■Fガーデンハイツ糸満
■ニューライフ名護 名護市 37戸 ■Fステージ古波蔵レイクフロント那覇市 91戸 糸満市…………………･･2,167祚

‐‐ ;捷聖騙野中繩県土地開発公社-
を 錨 -

-
-

=
‐
= ; : -

- 一 幅鞘禮AM
･編み1M叩い･中川

- -
黎 ,彙 .靴 ‐ , .沈 ,.. .‐- ,縞8 5 6 -6 6 5 0

F ステージ豊崎パークフロント
現地モデルル-ム公開中

充実の共用施-没其れスペースで広がる芙頓の交治。心からQかなマンションラィフが始まりますo

な
艶

　
　　
　

　 　　　 　 　　　 　 　 　 　
虜使用の脇には一定の条件があり致す。詳しくは係費にお尋ね〈だきいすゞ各ルームの写團はrFステージ西崎巣｣当社加工例です。

3日課 1,7 0 0力円台ょり 4 I理殻 2 ,2 0 0万円台ょり

盤 吋稜熱川 鯛麗翻製型濶遥遥許
圏國臺辞躍 演繹詞熟ぶ囲囮 霊亀難事〆開講窯･難路器≦●きらに安心の短期保証 ●万一の業者の倒産にもしっかり対応-

-
圏-フ.ニーン門鶴rくークフロント幇“:IUl湖rl肌製靴ね地,野鼠龍d弘ツ崎1n 7H 交艦アウトレリトモ‐可例洵バス体柾唱割HけqノJnリGnリ地= 鮒柚兜参引斑=方ゼヒ地〉鑑'･耿ノトH-′藪元“数 97P 離壇面積‐掛川7.ゆn-･リ加伽=柚、駐鴇山増/L0猷P--m -堆1▲
面積、tJ:即‐3紬M“#粘トnへ游分の面軸LUti"0覊-Yを合む}駐約蝸道蕨筋コンクリート適齢"ゞ rh窃地L巴蹄処 =駝髀合両目/九“銘n斗-2Iり~×増72nM川′鳴バルコニー向田 川川m斗門“ゾ~ロunm u bり圏触り得u、バ=鰡りき椚｣)K'<劇-り.i1hK d l戸、分講俺の滝利用圏/檄地.昨イ=龍日舞田倉によう-洋rh椎じ蛆‐‘J.理事誹り鉛割く;′"驚く分轄r『姫Jtれ部分は.〃臼田UIQ割合による所h化ぐIlt年 塩策蝋麗酌峰な国=【海流辺建熱川-範喋り=(蛇nG瓢下代1州-6月早川W h ir肉t更によろ嵯簗竈錫澁燕膚月,節=斡値喫
比a冲靴現O‘){Mトり導いh戊粉年剥'‘】=付)管月形■区分所作者令uこまn者増細谷を紬筬L、井卯ゾ洋輯これ粍tていただき±す‐廉売偽琳自7伽)明事1P、vムアg動円話′り仔恥&み1品"転売““都?釧K"“リ台“P)費"飛O!餌)聡N州中Fロメ)~度h=沖ir'= '-修鰊“#◇(月額)'対計川呻=テT)、ヰ汽n鋺I軒日戸リ饑鮒舶“払企(明確時‐話) 22uX治-f'(汽｢り~261溢伽中Xu酊iミニバイク霊騙使用料(円讓) Rno門、J=“ バイク囮鸚俵川野田畑) 鮒o--'=辞= 野中増健旧料U'm)/L-:外竹剤鬘=鞘円掛川})
、!対等Ypo路川洲】鎖)lIjq -;七対話 博物薦T予定 明澄J-イー‘'-!lf'′(腐り 門野会計(Q能≠疋事件&手動p代鉈約祚--トゼ((株;転売惟癈(鱸介)′′小笹‐′-ンス々 れ師範用本物鼾公6取引縮刷公加増]は偽作勧剛似轡歳劉門川月蝕MI
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2 0 0 8 年 (平成 年) 1 0 月 4 日 土曜日 図 種郵便物認可


